
は
じ
め
に

─
戦
後
沖
縄
「
米べ
い

留り
ゆ
う

組ぐ
み

」
と
呼
ば
れ
た
人
々

　

一
九
五
〇
年
、
ア
メ
リ
カ
独
立
記
念
日
に
あ
た
る
七
月
四
日
、
沖
縄
の
勝か

つ

連れ
ん

半
島
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
軍

港
「
ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ
」
に
、
早
朝
か
ら
五
〇
名
近
く
の
沖
縄
の
青
年
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
た
。

　

カ
メ
ラ
の
前
に
身
を
寄
せ
集
合
写
真
を
撮
る
青
年
た
ち
。
足
元
に
は
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
。
ア
メ
リ
カ
軍
払

い
下
げ
の
Ｈ
Ｂ
Ｔ
生
地
の
軍
服
と
軍
靴
を
着
け
て
い
る
者
、
ま
た
古
い
柳や

な
ぎ

行ご
う

李り

を
肩
に
担
い
で
い
る
者

も
い
る
。
背
後
に
は
、
巨
大
な
ア
メ
リ
カ
軍
用
船
が
停
泊
し
、
船
首
に
は
、「
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
ギ
ャ
ー
フ

ィ
ー
号
」
と
船
名
が
あ
る
。

　

見
送
り
に
来
て
い
た
家
族
や
友
人
、
恩
師
や
村
の
人
々
に
別
れ
を
告
げ
、
青
年
た
ち
は
一
列
に
な
り
軍

用
船
に
乗
り
込
む
。
出
発
を
称た

た

え
る
ア
メ
リ
カ
軍
の
バ
ン
ド
の
音
楽
が
鳴
り
響
く
。

　

船
の
甲
板
は
、
除
隊
兵
た
ち
で
混
雑
し
て
い
た
。
岸
壁
に
立
つ
人
た
ち
に
手
を
大
き
く
振
る
沖
縄
の
青

年
た
ち
。

　

別
れ
の
テ
ー
プ
が
色
と
り
ど
り
に
は
た
め
き
、
軍
用
船
が
ゆ
っ
く
り
と
岸
を
離
れ
、
い
よ
い
よ
彼
ら
の
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ア
メ
リ
カ
へ
の
出
発
が
、
夢
か
ら
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。
甲
板
は
、
安あ

ん

堵ど

感か
ん

と
緊
張
感
が
入
り
混
じ
っ

た
溜た

め

息い
き

で
溢あ

ふ

れ
て
い
た
。

　

去
り
ゆ
く
島
影
は
だ
ん
だ
ん
と
小
さ
く
な
り
、
眩ま

ぶ

し
い
青
空
と
大
海
原
が
広
が
っ
て
い
た
。

　

時
速
一
九
ノ
ッ
ト
、
一
万
七
〇
〇
〇
ト
ン
級
の
軍
用
船
ギ
ャ
ー
フ
ィ
ー
号
は
、
沖
縄
の
青
年
た
ち
を
乗

せ
て
出
発
し
た
。
最
終
目
的
地
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
。
途
中
、
マ
ニ
ラ
、
グ
ア
ム
、
ハ
ワ
イ
を
経
由
す

る
約
二
週
間
の
旅
で
あ
る
。

　

沖
縄
戦
か
ら
五
年
が
経た

っ
た
こ
の
年
、
沖
縄
の
若
者
を
対
象
に
し
た
ア
メ
リ
カ
へ
の
留
学
制
度
が
本
格

的
に
始
ま
り
、
朝
鮮
戦
争
勃
発
直
後
の
こ
の
日
、
沖
縄
の
留
学
生
が
ア
メ
リ
カ
に
向
け
出
発
し
た
の
で
あ

っ
た
。

　

太
平
洋
戦
争
の
末
期
、
一
九
四
五
年
三
月
下
旬
か
ら
六
月
下
旬
に
か
け
、
沖
縄
島
そ
し
て
そ
の
周
辺
の

島
々
は
、
日
米
最
後
の
地
上
戦
の
舞
台
と
な
っ
た
。
こ
の
戦
争
に
よ
る
戦
死
者
数
は
、
日
米
あ
わ
せ
て 

二
〇
万
人
以
上
に
も
及
ん
だ
。
日
本
軍
と
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
組
織
的
戦
闘
は
、
一
般
住
民
を
巻
き
込
み
、

多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
。
住
民
の
四
人
に
一
人
が
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
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戦
勝
連
合
国
に
よ
る
日
本
の
占
領
は
、
一
九
五
一
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
に
よ
り
終
わ
っ

た
が
、
沖
縄
島
を
含
む
南
西
諸
島
は
、
日
本
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
軍
政
に
よ
る
直
接
的
な
支
配

下
に
お
か
れ
た
。

　

沖
縄
の
住
民
に
よ
る
「
限
定
的
」
な
自
治
を
認
め
る
た
め
、
琉り

ゆ
う

球き
ゆ
う

政
府
が
発
足
し
た
の
が
一
九
五
二

年
。
米
軍
の
統
治
機
関
は
琉
球
列
島
米
国
軍
政
府
（
以
下
、
軍
政
府
）
か
ら
琉
球
列
島
米
国
民
政
府
（
以
下
、

民
政
府
）
と
名
を
変
え
た
が
、
占
領
軍
が
決
定
権
を
持
ち
続
け
る
と
い
う
支
配
構
造
は
、
沖
縄
の
施
政
権

が
日
本
政
府
へ
返
還
さ
れ
る
一
九
七
二
年
ま
で
続
い
た
。

　

一
九
四
九
年
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
陸
軍
省
は
ア
メ
リ
カ
政
府
の
軍
事
予
算
を
用
い
て
、
沖
縄
の
若
者
を
対

象
に
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
学
ぶ
た
め
の
奨
学
制
度
を
実
施
し
た
。
一
九
四
九
年
の
選
抜
者
は
わ
ず
か
二
名

で
あ
っ
た
が
、
一
九
五
〇
年
に
は
五
三
名
、
五
一
年
に
も
五
三
名
、
五
二
年
は
七
六
名
と
、
年
々
増
加
し
、

よ
り
多
額
な
金
額
が
割
り
当
て
ら
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
陸
軍
省
資
金
に
よ
る
こ
の
留
学
制
度
は
、
一
九
七
〇

年
が
最
後
と
さ
れ
た
が
、
毎
年
、
少
な
く
と
も
二
〇
名
、
多
い
年
に
は
九
〇
名
近
く
の
沖
縄
の
若
者
が
大

学
で
学
ぶ
た
め
に
ア
メ
リ
カ
へ
渡
っ
た
。

　

戦
後
の
沖
縄
社
会
に
お
い
て
、
米
国
留
学
制
度
は
「
米
留
」
制
度
、
そ
し
て
米
国
留
学
経
験
者
は
「
米
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留
組
」
と
呼
ば
れ
、
合
計
一
〇
四
五
名
の
沖
縄
の
若
者
が
ハ
ワ
イ
や
ア
メ
リ
カ
本
土
へ
渡
り
大
学
教
育
を

受
け
る
機
会
を
得
た
。
学
士
号
一
五
五
名
、
修
士
号
二
六
二
名
、
博
士
号
二
八
名
の
計
四
四
五
名
が
学
位

を
取
得
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
た
者
た
ち
を
指
す
「
米
留
組
」
と
い
う
呼
称
は
、
ア
メ
リ
カ
統
治
下
の
沖
縄
を
生

き
る
人
々
に
と
っ
て
、
特
殊
な
眼ま

な

差ざ

し
や
感
情
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

特
に
、
日
本
へ
の
復
帰
運
動
が
激
し
さ
を
増
す
一
九
六
〇
年
代
の
沖
縄
に
お
い
て
、「
米
留
組
」
に
対

す
る
風
当
た
り
は
厳
し
く
、「
向
米
一
辺
倒
」
や
「
米
軍
の
親
衛
隊
」
と
呼
ば
れ
た
。
つ
ま
り
、「
米
留

組
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
政
治
色
を
帯
び
た
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
米
留
」
制
度
は
、
ア
メ
リ
カ
陸
軍
省
が
管
轄
し
民
政
府
が
実
施
し
た
。
最
初
は
ガ
リ
オ
ア
基
金
と
し
て

知
ら
れ
る
占
領
地
域
救
済
政
府
基
金
（Governm

ent A
ppropriation for Relief in O

ccupied A
rea Fund

）

か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
は
ラ
イ
カ
ム
基
金
（
琉
球
軍
司
令
部
基
金
、Ryukyu Com

m
and Fund

）
や
ア
リ
ア

基
金
（
陸
軍
省
琉
球
列
島
援
助
基
金
、A

dm
inistration, Ryukyu Islands, A

rm
y Fund

）
と
い
っ
た
ア
メ
リ

カ
政
府
の
軍
事
予
算
が
使
わ
れ
た
。

　

留
学
中
の
学
生
に
対
す
る
金
銭
面
で
の
支
援
は
、
実
質
上
、
沖
縄
の
施
政
権
が
日
本
政
府
に
復
帰
し
た
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後
の
一
九
七
四
年
九
月
ま
で
続
い
た
。

　

ア
メ
リ
カ
政
府
は
い
か
な
る
政
治
的
意
図
で
「
米
留
」
制
度
を
創
設
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
戦
後
の
沖
縄

を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
、
ど
の
よ
う
な
長
期
的
展
望
に
立
っ
て
人
材
の
育
成
を
図
っ
て
い
た
の
か
。
ど

の
よ
う
な
人
々
や
組
織
が
留
学
制
度
の
実
施
に
関
わ
っ
た
の
か
。
留
学
生
は
ど
の
よ
う
に
選
抜
さ
れ
た
の

か
。

　

ま
た
、
沖
縄
戦
を
生
き
延
び
た
沖
縄
の
若
者
は
、
ど
の
よ
う
な
思
い
で
ア
メ
リ
カ
留
学
を
志
し
た
の
か
。

沖
縄
か
ら
の
留
学
生
は
、
ア
メ
リ
カ
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
か
。
ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
け
る
さ
ま
ざ

ま
な
人
々
と
の
出
会
い
や
交
流
は
、
沖
縄
の
学
生
に
ど
の
よ
う
な
自
己
意
識
及
び
対
米
意
識
を
形
成
さ
せ

た
の
か
。
さ
ら
に
、
彼
ら
、
彼
女
ら
は
帰
郷
後
、
戦
後
沖
縄
の
社
会
形
成
や
対
米
政
策
に
お
い
て
ど
の
よ

う
な
役
割
を
担
っ
た
の
か
。

　

本
書
は
、
戦
後
の
沖
縄
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
た
若
者

─
「
米
留
組
」
と
呼
ば
れ
た
人
々

─
に

つ
い
て
の
物
語
で
あ
る
。「
米
留
」
制
度
が
ア
メ
リ
カ
の
対
沖
縄
統
治
政
策
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
た
の
か
を
、
ア
メ
リ
カ
の
公
文
書
館
所
蔵
の
一
次
史
料
か
ら
明
ら
か
に
し
、
留
学
経
験
者

た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
を
通
し
て
、
当
事
者
の
視
点
か
ら
「
米
留
組
」
の
軌
跡
を
辿た

ど

る
。
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「
米
留
組
」
に
目
を
向
け
る
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
二
つ
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

　

第
一
に
、「
米
留
」
制
度
は
、
冷
戦
と
い
う
世
界
情
勢
の
様
相
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
東
ア
ジ
ア
を
中

心
と
す
る
当
時
の
国
際
政
治
分
析
の
一
例
と
な
る
。

「
米
留
」
制
度
の
創
設
は
、
戦
後
沖
縄
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
統
治
の
戦
略
的
な
方
法
で
あ
っ
た
。

沖
縄
の
教
育
史
に
お
い
て
も
、「
米
留
」
制
度
は
「
ア
メ
リ
カ
統
治
の
恩
恵
」
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。
当
然
、「
米
留
」
制
度
創
設
の
背
後
に
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の
思
惑
が
あ
っ
た
。

　

国
際
関
係
史
を
研
究
す
る
ナ
タ
リ
ー
・
ツ
ヴ
ェ
ー
ト
コ
ヴ
ァ
は
、
冷
戦
構
造
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
と
ソ

連
の
留
学
制
度
に
関
す
る
政
策
が
、
民
主
主
義
と
共
産
主
義
と
い
う
両
国
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
推
進
す
る

役
割
を
担
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
け
る
社
会
的
リ
ー
ダ

ー
を
基
準
に
選
抜
し
た
の
に
対
し
、
ソ
連
は
労
働
者
階
級
の
人
々
を
留
学
生
と
し
て
迎
え
る
な
ど
、
両
国

に
お
け
る
留
学
生
の
リ
ク
ル
ー
ト
の
方
法
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

「
米
留
」
制
度
も
ま
た
、
冷
戦
構
造
下
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
統
治
の
政
治
的
な
枠
組
み
の
中
に
あ
っ
た
。

東
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
国
際
政
治
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
一
九
五
〇
年
に
本
格
的
に
実
施
さ
れ
た
「
米
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留
」
制
度
は
、
沖
縄
を
永
久
的
に
保
有
す
る
と
い
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
意
思
を
反
映
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、「
米
留
組
」
の
当
事
者
の
経
験
に
目
を
向
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
沖
縄
と
ア
メ
リ
カ
の
狭は

ざ

間ま

で
生
き
た
人
々
の
葛
藤
や
想お

も

い
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

私
は
、
二
〇
〇
九
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
四
〇
名
近
く
の
米
留
経
験
者
へ
の
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー

の
聞
き
取
り
を
沖
縄
で
行
っ
て
き
た
。
ア
メ
リ
カ
へ
の
留
学
は
、
ア
メ
リ
カ
統
治
と
い
う
政
治
的
な
枠
組

み
の
中
で
形
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
移
動
す
る
個
々
人
の
経
験
は
、
そ
の
枠
組
み
を
超
え

た
、
主
体
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
沖
縄
の
若
者
は
、
単
に
民
政
府
の
主
導
で
「
派
遣
」
さ
れ
た
客
体
で
は

な
い
。
ア
メ
リ
カ
へ
の
留
学
は
、
彼
ら
が
自
ら
選
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
選
択
は
、
当
事
者
に
と
っ

て
、
戦
後
沖
縄
の
状
況
を
生
き
抜
く
た
め
の
一
つ
の
手
段
と
し
て
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。「
米
留

組
」
と
呼
ば
れ
た
人
々
の
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
、「
米
留
」
制
度
の
意
味
を
、
そ
し
て
沖
縄
、
日
本
、

ア
メ
リ
カ
の
三
者
の
関
係
、
さ
ら
に
冷
戦
の
時
代
そ
の
も
の
を
捉
え
直
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

　

ア
メ
リ
カ
文
化
史
研
究
者
の
ペ
ニ
ー
・
ヴ
ォ
ン
゠
エ
ッ
シ
ェ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
が
一
九
五
〇
年
代
半
ば

か
ら
一
九
七
〇
年
代
後
半
に
か
け
て
実
施
し
た
、
自
国
の
ジ
ャ
ズ
音
楽
家
を
「
文
化
大
使
」
と
し
て
ア
フ

リ
カ
や
ソ
連
に
派
遣
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
注
目
し
て
い
る
。
冷
戦
の
状
況
下
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
多
く
の
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黒
人
ジ
ャ
ズ
音
楽
家
を
派
遣
す
る
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
の
人
種
に
対
す
る
寛
容
性
を
強
調
し
、
民
主
主
義

の
推
進
を
試
み
た
。
し
か
し
、
そ
の
ア
メ
リ
カ
政
府
の
思
惑
に
反
し
て
、
ジ
ャ
ズ
音
楽
家
た
ち
は
、
ア
フ

リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
と
し
て
の
人
権
が
無
視
さ
れ
て
き
た
現
実
を
伝
え
、「
真
の
自
由
」
を
求
め
歌
っ
た

と
い
う
。
そ
こ
に
は
、
国
境
を
越
え
移
動
す
る
彼
ら
を
単
な
る
受
動
的
な
客
体
で
あ
る
「
親
善
大
使
」
と

し
て
で
は
な
く
、
主
体
と
し
て
描
く
こ
と
で
ア
メ
リ
カ
政
府
の
思
惑
に
反
す
る
「
予
測
し
な
か
っ
た
影

響
」
が
生
じ
た
プ
ロ
セ
ス
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

沖
縄
の
「
米
留
」
制
度
は
、
ア
メ
リ
カ
の
思
惑
通
り
の
結
果
を
生
み
出
し
た
の
か
。
そ
れ
と
も
、
ア
メ

リ
カ
の
思
惑
を
超
え
、「
予
測
し
な
か
っ
た
影
響
」
を
も
た
ら
し
た
の
か
。
沖
縄
の
留
学
生
は
、
ア
メ
リ

カ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

一
九
四
五
年
の
沖
縄
戦
、
二
七
年
間
に
及
ぶ
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
沖
縄
統
治
、
そ
し
て
一
九
七
二
年
の
日

本
復
帰
と
い
っ
た
世
替
わ
り
を
経
験
し
た
「
米
留
組
」
は
、
そ
の
時
代
の
変
化
を
ど
う
生
き
た
の
か
、
そ

し
て
ど
の
よ
う
な
言
葉
や
ス
ト
ー
リ
ー
で
人
生
の
物
語
を
紡
ぐ
の
か
。「
米
留
組
」
の
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ

ー
は
、
決
し
て
ア
メ
リ
カ
統
治
時
代
に
対
す
る
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
で
語
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、

「
被
害
者
」
や
「
加
害
者
」
と
い
っ
た
分
断
を
導
く
「
大
き
な
物
語
」
に
収
ま
る
も
の
で
も
な
い
。
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第
一
章

　「米
留
」
制
度
の
創
設
と
実
施

米国留学試験（1958年6月28日）
（写真所蔵：沖縄県公文書館）

　

二
七
年
間
の
直
接
的
、
日
常
的
な
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
統
治
を
経
て
、
沖
縄
は
日
本
の
他
の
場
所
と
は
異

な
る
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
沖
縄
の
人
々
の
「
核
抜
き
本
土
並
み
」
返
還
と
い

う
日
本
復
帰
に
対
す
る
願
い
に
反
し
て
、
沖
縄
に
は
広
大
な
ア
メ
リ
カ
軍
基
地
が
残
っ
た
。

　

戦
災
は
数
十
年
経
っ
た
今
も
消
え
る
こ
と
の
な
い
痕
跡
を
心
に
残
し
、
沖
縄
の
人
々
の
生
活
に
影
響
を

与
え
て
い
る
。
一
九
七
二
年
の
本
土
「
復
帰
」
か
ら
半
世
紀
が
過
ぎ
る
沖
縄
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
統
治
が

終
わ
っ
た
と
は
言
え
な
い
日
常
が
、
ま
だ
存
在
し
て
い
る
。

　

本
書
の
目
的
は
、
戦
後
社
会
の
再
建
を
期
待
さ
れ
た
「
米
留
組
」
が
、
ア
メ
リ
カ
統
治
下
で
、
ど
の
よ

う
な
葛
藤
や
想
い
を
抱
き
な
が
ら
生
き
て
き
た
の
か
、
そ
し
て
何
を
遺の

こ

し
て
き
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
で
あ
る
。「
米
留
組
」
の
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
を
知
る
こ
と
は
、
今
を
生
き
る
個
々
人
の
生
き
方
を

考
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
そ
し
て
沖
縄
戦
後
史
の
貴
重
な
「
証
言
」
と
し
て
残
す
こ
と
は
、
遺
さ
れ
た

者
の
使
命
で
あ
る
。
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